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冬本番！雪の日の交通には十分注意！

　連日、厳しい寒さが続きますが、今年の冬は降雪が多いと予想されています。
　2013年３月には、中標津町などで吹雪により５人が死亡するという痛ましい事故が起きました。
　冬季の本町一帯は、北または北西からの強い風が吹き、国道や道道、町道が地吹雪などにより、通行止めになった
り、通行が困難になったりします。
　冬期間は、努めて公共の交通機関を活用しましょう。万が一、吹雪で停止しても、バスや鉄道の中であれば暖房を確
保しながら仮眠をとることもできます。
　車で町外へ移動する際には必ず天気予報を確認し、暴風雪警報が発表されているときは外出を控えましょう。やむ
を得ず運転する場合でも、移動途中にラジオや携帯電話などで気象情報を定期的に入手してください。吹雪いてきた
ときは無理に前進せず、駐車灯を点滅させて路肩に寄り、吹雪が治まるのを待つか、来た道を戻って安全な経路を選
択するようにしましょう。脇道に入るのはかえって危険です。暴風雪が続いているときには、除雪車も運転できない
ことがあるので、除雪が終わるまでは無理な運転はやめましょう。
　冬道を運行する際の情報収集の方法と、万が一、吹雪などで車が停止した際の注意事項について、次のようにまと
めました。参考にして、くれぐれも安全に気を付けて行動してください。

問い合わせ先／総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）


